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り，プラーグシンポジウムでの論文発表をかねてウィー

ンのシンポジウムにも参加する予定で準備をしている．

　このように国際的にも放射性追跡法が重視され，水資

源の有効な利用，公害などの環境調査への利用をはじめ

として，各種の工程解析に今後ますます応用面が開拓さ

れていくものと期待される．　（1966年8月10日受理）
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表紙写真を参照されたい
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“0”連続読取波形10mv／div
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